
文
の
老
躯
で
あ
ら
う
ご
解
答
す
る
こ
ご
が
出
偏
る
で
あ
ら

う
。
し
か
し
此
説
は
○
ユ
霞
蓉
博
士
の
説
が
正
し
い
と
の

前
提
の
も
ビ
に
可
能
な
説
ビ
な
る
の
で
あ
っ
て
今
日
の
ご

こ
ろ
末
だ
問
題
た
る
に
す
ぎ
な
い
。
シ
ナ
イ
碑
丈
の
解
題

等
の
研
究
は
倫
ぽ
之
を
熱
量
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
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三
角
線
紳
獣
鏡
年
代
学
世
上
の
一
二

の
新
資
料
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
梅
　
原
　
　
末
　
治

　
　
　
　
囎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
熟
心
な
研
究
に
依
っ
て
、
其
の
基
準
を
な
す
年
代
槻
が

　
三
代
古
銅
器
の
後
を
承
け
て
漢
代
に
至
り
特
殊
の
襲
逮
　
　
大
藩
に
於
い
て
確
立
す
る
に
至
っ
た
Q
然
し
乍
ら
中
で
本

を
遽
げ
た
支
那
の
金
倉
古
鏡
に
甥
し
て
は
近
年
本
邦
學
者
　
　
邦
上
代
の
古
墳
か
ら
多
数
に
毒
見
す
る
大
形
の
所
謂
三
角

　
　
　
第
十
蝸
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
三
角
隷
淋
獣
鏡
年
代
考
定
上
の
一
二
の
瓢
資
料
に
就
て
　
　
　
　
　
　
第
　
號
　
　
　
七
三
　
　
（
七
三
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
纂

縁
幽
愁
鏡
の
み
は
、
銘
文
に
明
に
支
那
製
作
を
謹
す
る
も

の
が
あ
る
に
も
か
、
は
ら
す
、
彼
地
に
類
品
の
乏
し
い
こ

ご
、
、
年
代
考
定
の
襟
所
こ
す
べ
き
年
號
鏡
の
類
を
見
な

い
黙
な
ざ
が
研
究
を
困
難
な
ら
し
む
る
因
歯
を
な
し
て
、

獅
り
此
の
類
の
み
其
の
製
作
の
時
代
に
歯
し
て
相
容
れ
な

い
心
違
が
条
下
面
争
並
存
し
て
な
ほ
蹄
一
を
得
な
い
で
る

る
。
こ
れ
は
軍
に
鏡
鑑
年
代
槻
の
上
か
ら
逡
憾
で
あ
る
の

み
な
ら
す
、
引
い
て
同
上
郷
を
多
く
藏
す
・
る
我
が
古
墳
の

性
質
の
考
査
に
も
至
大
の
無
蓋
を
有
す
る
か
ら
影
響
す
る

こ
こ
ろ
が
多
く
Q
從
っ
て
そ
れ
が
解
決
は
軍
に
鏡
鑑
學
に

於
い
て
の
み
で
は
な
く
、
本
邦
考
古
七
難
の
一
つ
の
大
き

な
問
題
こ
な
っ
て
み
る
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
右
の
紳
斜
面
に
挿
す
る
こ
つ
の
相
容
れ
な
い
年
代

窺
ご
云
ふ
の
は
改
め
て
詳
述
す
る
迄
も
な
く
、
一
つ
は
該

形
式
の
盛
行
を
以
て
王
藩
代
に
中
心
期
あ
う
ビ
す
る
高
橋

博
士
の
説
で
あ
っ
て
、
他
は
三
國
の
魏
の
前
後
に
主
8
し

て
行
は
れ
た
ビ
解
す
る
故
富
岡
先
生
の
説
で
あ
る
。
前
説

三
角
隷
帥
獣
鏡
年
代
考
定
上
の
】
二
の
新
資
料
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
四
　
　
（
七
四
）

の
因
っ
て
蒙
る
所
以
の
も
の
は
該
形
式
鏡
中
に
王
氏
作
覧

の
銘
を
有
す
る
遺
品
が
存
し
、
並
に
新
作
大
鏡
で
は
じ
ま

る
類
が
あ
っ
て
、
右
の
王
氏
が
豊
艶
を
指
し
、
ま
た
新
は

其
の
國
號
を
表
は
し
た
も
の
こ
見
る
こ
ビ
に
あ
っ
て
、
】

癒
の
理
由
は
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
却
い
て
考
ふ
る
に
王
氏
な
る
姓
は
支
那
に

非
常
に
多
い
黙
か
ら
、
輩
に
王
氏
ど
云
ふ
の
み
で
王
募
ご

漸
す
る
こ
ご
は
早
計
で
め
り
、
ま
た
語
法
の
上
か
ら
新
作

大
鏡
の
新
は
名
詞
ご
解
す
る
外
に
こ
れ
を
剛
詞
こ
し
て

「
新
た
に
」
ご
見
る
こ
ご
も
出
來
る
か
ら
、
如
上
の
見
解

は
理
論
上
か
ら
疑
い
を
挿
ま
れ
て
他
に
別
な
糠
所
の
な
い

以
上
そ
れ
の
み
で
は
俄
か
に
信
じ
難
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

　
　
　
　
　
雫
紀

に
画
し
て
魏
代
重
言
は
、
同
じ
形
式
中
に
豊
代
に
始
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

置
か
れ
だ
徐
州
な
る
地
名
ご
王
葬
の
代
に
穿
話
ご
云
ひ
後

　
　
　
　
　
　
　
む

漢
は
道
じ
て
稚
陽
に
作
っ
た
の
を
同
じ
魏
に
洛
陽
ご
改
め

た
そ
の
洛
陽
な
る
地
名
の
並
び
存
す
る
遺
品
が
あ
り
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奮

た
内
綴
の
宇
肉
刻
の
脚
獣
の
主
。
法
の
相
似
た
鏡
の
漢
末
魏



晋
に
多
い
こ
ご
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
者
に
比

し
て
可
能
性
が
多
い
楼
に
考
へ
ら
れ
る
。
で
私
は
高
橋
氏

の
新
説
が
登
表
せ
ら
れ
た
際
、
直
ち
に
「
所
謂
王
藩
鏡
に

就
い
て
の
疑
問
」
な
る
一
篇
を
草
し
て
前
説
の
歓
隔
を
指

摘
し
て
、
現
存
の
資
料
か
ら
は
後
説
の
寧
ろ
膿
る
べ
き
も

の
な
の
を
記
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
鄙
見
は
不
幸
に
し
て

前
説
の
麗
述
者
ご
も
云
ふ
べ
き
後
藤
守
鳳
氏
か
ら
反
駁
を

受
け
る
事
ご
な
つ
π
。
氏
の
所
説
の
主
意
は
右
に
記
し
た

墨
壷
代
の
地
名
の
改
総
な
る
も
の
が
果
し
て
主
事
に
見
ゆ

る
が
如
く
果
し
て
行
は
れ
た
も
の
や
否
や
は
疑
問
で
あ
る

か
ら
輩
に
洛
陽
ご
あ
る
の
み
で
三
代
ε
断
ず
る
の
は
早
計

で
あ
る
ご
云
ふ
に
存
し
た
が
、
民
も
ま
た
前
説
の
謹
篠
の

不
充
分
な
王
は
認
め
ら
れ
て
未
尾
に
假
）
に
漢
魏
式
ε
し

て
麗
く
が
無
難
で
あ
ら
う
ご
云
は
れ
た
。
こ
れ
は
一
面
か

ら
は
確
か
に
穏
健
な
析
説
で
は
あ
る
が
、
不
充
分
ご
は
云

へ
既
に
陣
所
こ
な
る
瓢
の
存
す
る
以
上
か
、
る
折
衷
説
に

満
足
す
べ
き
で
は
な
い
。
で
私
は
上
の
二
五
の
就
れ
が
果

　
　
　
第
十
一
谷
　
　
雑
纂

三
角
緑
紳
獣
鏡
年
代
考
定
上
の
扁
二
の
薪
資
料
に
麓
て

し
て
是
で
あ
る
か
を
一
面
新
資
料
に
依
り
、
ま
た
他
方
考

査
を
新
に
し
て
解
決
す
べ
く
微
力
を
致
し
た
Q
而
し
て
過

去
撒
年
間
に
於
い
て
私
の
楼
手
し
た
限
り
で
は
、
同
式
鏡

藤
代
中
心
説
を
重
く
る
資
料
の
み
が
見
出
さ
れ
て
、
い
ま

だ
｝
つ
も
前
説
を
債
値
づ
け
る
も
の
を
見
な
い
の
で
あ

る
。
一
例
を
暴
ぐ
る
な
ら
ば
西
塔
の
泰
始
七
年
の
王
氏
作

青
同
之
覧
ε
銘
に
書
い
た
立
傘
な
呈
露
鏡
が
支
那
か
ら
將

來
せ
ら
れ
て
、
王
氏
作
の
銘
の
み
で
種
々
な
形
式
の
も
の

を
送
葬
代
ε
断
ず
る
こ
ε
の
當
ら
な
か
っ
た
事
を
實
物
の

上
か
ら
示
し
た
如
き
、
ま
た
王
蒜
を
中
心
ご
し
て
前
漢
末

か
ら
後
漢
に
超
え
元
漢
の
樂
撃
茎
の
古
墳
か
ら
近
年
勝
し

く
登
見
せ
ら
れ
る
古
鏡
に
我
が
三
角
等
号
獣
鏡
の
類
の
殆

ん
ご
存
し
な
い
事
業
が
同
鏡
を
王
韓
代
こ
す
る
に
一
の
大

き
い
二
心
を
生
す
る
瓢
の
如
き
垂
れ
で
あ
る
。
然
し
如
上

の
資
料
に
就
い
て
は
既
に
「
藝
文
」
「
東
洋
警
報
」
等
で
論

b
た
事
が
あ
る
か
ら
践
に
改
め
て
説
く
を
要
し
な
い
が
、

最
近
に
至
っ
て
更
に
別
な
該
問
題
の
解
決
に
役
立
つ
題
品

　
　
　
　
　
　
　
　
第
扁
號
　
　
　
七
五
　
　
（
七
五
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
纂

が
出
て
來
て
、
而
も
そ
の
一
つ
が
上
引
後
藤
霜
の
吾
入
に

説
明
を
求
め
た
「
王
畿
の
地
名
の
改
幕
が
果
し
て
當
代
實

際
に
行
は
れ
た
か
否
か
の
黙
」
を
明
に
す
る
緊
要
な
記
録

で
あ
る
こ
ご
は
楡
快
を
戚
す
る
慮
で
あ
る
。
即
ち
以
下
に

こ
れ
を
紹
介
し
た
い
。

　
　
　
　
二

　
右
の
新
資
料
ご
云
ふ
の
は
昨
年
秋
朝
鮮
総
督
府
古
蹟
調

査
課
員
の
手
で
獲
掘
調
査
を
行
っ
た
北
部
朝
鮮
の
漢
の
樂

浪
郡
の
古
塚
か
ら
出
難
し
た
漆
器
の
一
つ
に
あ
る
刻
銘
の

示
す
ビ
こ
ろ
で
あ
る
。
一
膿
此
の
宇
島
に
於
け
る
漢
の
郡

縣
の
故
地
か
ら
獲
見
の
漆
器
に
製
作
年
代
を
示
し
た
長
文

の
刻
銘
の
存
す
る
事
事
を
注
意
し
た
の
は
小
場
値
吉
氏
で

あ
っ
て
、
其
の
例
が
作
年
調
査
の
石
巌
里
の
丙
墳
に
最
も

多
く
、
紀
年
の
明
な
も
の
に
西
紀
前
入
十
五
年
の
昭
帝
の

始
元
二
年
の
県
警
附
盃
を
は
じ
め
、
成
合
の
陽
朔
二
年

（二

S
二
十
三
・
年
）
・
水
雲
一
著
年
（
同
十
↓
ハ
年
）
緩
和
一
紀
年
（
同
入

年
）
李
帝
の
元
始
三
年
等
の
器
が
あ
り
て
、
曇
れ
も
其
の

三
角
緑
腰
獣
鏡
年
代
考
定
上
の
一
こ
の
新
資
料
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
笛
＝
競
　
　
　
　
七
六
　
　
　
（
七
六
）

製
作
の
年
月
、
物
品
名
、
容
量
、
製
作
工
、
監
督
官
吏
の

名
を
鎌
し
て
あ
り
、
そ
れ
等
に
依
っ
て
器
が
譜
代
天
子
の

御
用
こ
し
て
西
方
の
蜀
地
方
の
加
工
の
手
で
作
ら
れ
た
こ

ご
を
示
し
て
み
る
。
か
く
の
如
き
文
献
は
從
來
支
那
の
本

土
に
未
だ
嘗
て
存
在
を
聴
か
な
い
珍
ら
し
い
も
の
e
、
該

容
器
の
製
作
の
精
緻
な
技
術
ε
相
挨
ち
、
漢
代
に
於
け
る

工
藝
品
の
獲
達
を
窺
ふ
に
重
要
な
寄
與
こ
な
る
の
は
極
め

て
顯
著
な
こ
ざ
で
あ
り
、
同
時
に
内
に
含
ま
れ
た
地
名
官

名
等
の
考
謹
が
種
々
の
方
面
に
役
立
つ
黙
に
於
い
て
ま
さ

に
、
近
時
の
東
亜
考
古
白
上
の
一
つ
の
大
き
な
登
見
ご
云

は
ね
ば
な
ら
澱
。
而
し
て
私
の
こ
、
に
鎌
す
る
も
の
ま
た

其
の
｝
つ
に
相
當
る
の
で
あ
る
。

　
我
が
三
角
翼
壁
獣
鏡
の
年
代
考
定
に
重
要
な
關
係
の
あ

る
漆
器
は
や
は
り
始
元
二
年
、
元
始
三
年
等
の
銘
あ
る
類

ご
同
じ
く
、
文
に
耳
梧
ε
あ
る
雨
耳
附
の
盃
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
刻
銘
を
有
す
る
も
の
。
不
幸
い
ま
丈
の
上
下
の
一

部
分
は
急
げ
て
み
る
が
、
小
場
君
の
苦
心
に
依
っ
て
次
の



如
く
讃
み
得
て
、
ほ
い
文
意
明
に
、
そ
の
初
の
二
字
の

「
始
建
」
な
の
が
推
定
串
塗
る
。
そ
こ
で
毘
土
の
墳
は
丙

墳
で
あ
る
か
ら
同
墳
登
見
漆
器
中
紀
年
の
あ
る
も
の
、
最

後
に
賜
る
わ
け
で
あ
る
。

　
始
建

　
ロ
ロ
國
五
年
子
同
訓
工
官
造
乗
輿
…
採
彫
志
木
黄
耳
賠
。
容
一
升

　
十
六
喬
（
簿
）
。
素
工
□
。
髭
工
豊
。
［
U
工
誰
。
黄
耳
面
立
。
霊

　
添
髪
。
彫
工
威
。
清
強
襲
。
造
文
成
。
護
町
史
輔
。
宰
音
。
守

　
認
諾
操
忠
。
史
倉
掌
。
大
勢
播
。
威
徳
子
口
臼
□
。

始
建
國
五
年
は
西
暦
十
三
年
に
當
り
王
葬
が
漢
室
を
纂
奪

し
て
新
な
る
國
を
興
し
た
初
の
時
期
な
の
は
明
な
事
實
で

あ
る
◎
此
の
文
中
先
づ
吾
々
の
注
意
に
上
る
の
は
年
紀
の

次
に
あ
る
子
同
な
る
郡
名
で
あ
る
。
子
同
は
漢
書
地
理
志

に
梓
溝
ご
あ
る
も
の
で
廣
黒
馬
の
厩
縣
十
三
の
第
扁
に
載

せ
ら
れ
て
あ
）
、
其
の
平
治
郎
ち
郡
治
ご
見
る
べ
き
で
あ

る
。
所
が
其
の
梓
澄
の
註
を
見
る
ご
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
五
婦
山
聖
水
所
出
封
入
獣
行
五
百
五
十
塁
葬
日
子
同
（
下
略
）
。

ご
あ
っ
て
王
葬
代
に
子
同
ご
改
め
た
事
を
明
記
し
て
み
る
。

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
纂

三
角
隷
聯
獣
鏡
年
代
考
定
上
の
一
二
の
新
資
料
に
就
て

で
銘
交
の
子
同
は
始
鶴
翼
五
年
な
る
紀
年
ビ
謝
比
し
て
其

の
王
葬
の
改
善
し
た
名
を
表
は
し
た
も
の
た
る
に
相
違
が

な
く
、
こ
、
に
後
藤
君
が
疑
問
こ
し
て
三
角
縁
紳
獣
鏡
魏

代
中
心
説
に
反
封
し
た
、
彼
の
墨
黒
の
地
名
等
の
改
養
が

果
し
て
髪
際
行
は
れ
た
か
ご
う
か
の
黙
に
臥
し
、
始
建
國

五
年
と
い
ふ
彼
の
治
世
の
上
孚
期
に
少
く
も
一
部
分
に
明

に
行
は
れ
て
る
た
こ
ε
を
如
實
に
示
す
わ
け
で
あ
る
。
こ

れ
は
廣
漢
郡
の
地
理
上
の
位
概
か
ら
考
へ
て
當
時
の
中
心

地
域
た
る
王
葬
の
宜
陽
を
而
も
新
な
る
國
號
を
表
は
し
た

ご
論
者
の
云
ふ
新
作
大
鏡
の
銘
を
持
つ
遺
品
に
洛
陽
な
る

総
髭
を
用
ひ
、
な
ほ
野
里
に
な
い
徐
聖
な
る
一
地
方
名
を

録
す
る
こ
ご
を
肯
定
す
る
王
藩
代
説
の
不
吉
然
さ
を
加
へ

る
黙
の
大
な
の
を
何
人
も
否
み
得
な
い
で
あ
ら
う
。

　
更
に
同
じ
銘
文
中
の
後
宇
に
あ
る
監
督
官
だ
る
三
筆
の

官
名
を
録
し
π
黙
に
就
い
て
も
、
こ
れ
を
漢
讃
の
紀
年
あ

る
同
標
の
銘
文
、
例
へ
ば
元
始
三
年
前
の
爾
耳
盃
に
比
較

す
る
に
ま
た
相
撃
が
見
出
さ
れ
る
◎
郎
ち
右
の
元
始
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
七
　
　
（
七
七
）



　
　
　
第
十
一
雀
　
　
難
慕

の
器
の
全
交
は
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

　
元
始
三
年
蜀
郡
西
工
造
。
粟
輿
撮
彫
叢
木
彫
耳
塞
。
容
．
一
升
十
・

　
六
瀦
。
素
工
豊
。
操
工
緩
。
上
工
課
。
銅
耳
黄
塗
工
学
。
霞
工

　
　
　
フ
る

　
課
。
彫
工
戎
。
清
工
政
。
這
工
直
言
。
護
工
卒
史
章
。
長
良
。

　
丞
鳳
。
豫
隆
。
令
史
門
主
。

ビ
あ
っ
て
其
の
郡
吏
の
官
名
は
「
漢
書
」
呈
す
る
如
く
、

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

長
、
丞
、
縁
，
令
史
ご
な
っ
て
み
る
が
、
前
者
は
宰
、
守

む
　
　
　
　
　
　

丞
、
総
理
ご
あ
っ
て
相
同
じ
か
ら
す
、
こ
、
に
も
王
蒜
の

代
こ
な
っ
て
官
職
名
の
二
物
が
改
ま
り
、
且
つ
そ
れ
が
行

は
れ
た
こ
と
を
示
す
わ
け
で
あ
っ
て
、
如
上
の
見
解
を
助

け
る
も
の
こ
信
ず
。

　
　
　
　
三

　
右
の
漆
器
銘
ご
共
に
私
共
の
熱
望
す
る
三
角
緑
榊
獣
鏡

の
研
究
に
向
っ
て
寄
與
た
る
別
個
の
資
料
ご
云
ふ
の
は
最

近
京
都
守
屋
孝
藏
氏
の
所
有
に
蹄
し
た
晋
の
太
康
三
年
鏡

で
あ
っ
て
、
是
れ
は
内
壕
の
手
法
の
一
致
ご
銘
文
ご
が
興

昧
を
惹
く
の
で
あ
る
。

三
角
隷
紳
獣
鏡
年
代
考
謹
上
の
一
二
の
薪
資
料
に
干
て

　
　
　
　
　
　
　
　
策
一
翼
　
　
　
斑
入
　
　
（
七
入
）

　
鏡
は
挿
岡
に
示
す
も
の
で
、
西
安
の
出
土
ご
傳
へ
、
面

壁
五
寸
五
分
除
あ
る
か
ら
中
等
位
の
大
さ
の
鏡
ε
云
ふ
可

く
、
面
の
反
り
は
割
合
に
多
い
。
鏡
面
に
埋
葬
の
際
そ
れ

を
包
ん
だ
絹
片
が
附
着
し
、
ま
だ
背
面
に
群
青
鋪
が
生
じ

て
爲
に
見
榮
え
は
し
な
い
が
、
年
號
鏡
ε
し
て
は
優
秀
な

部
類
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
其
の
文
機
は
中
央
の
扁

雫
な
素
圓
鉦
を
緯
つ
た
幅
の
廣
い
内
塵
に
は
鉦
孔
の
薩

線
上
に
聯
像
二
躯
を
畳
き
、
こ
れ
を
挾
ん
で
掛
向
ふ
四
獣

形
が
あ
）
、
受
忍
に
小
さ
な
一
種
の
入
物
像
ざ
鳥
形
ご
を

配
し
、
ま
た
聖
像
の
爾
側
に
ド
ル
フ
ィ
ン
に
さ
も
似
た
小

圖
形
を
容
れ
て
み
る
。
而
し
て
是
等
が
す
べ
て
孚
肉
月
に

大
き
く
表
は
さ
れ
て
み
る
こ
こ
ろ
、
内
地
嚢
見
の
紳
鰍
鏡

の
内
書
ご
同
意
な
の
が
著
し
い
。
内
乱
の
次
に
は
孚
圓
方

形
帯
の
一
逼
が
あ
っ
て
簡
軍
な
花
紋
を
表
は
し
た
野
面
都

入
個
ご
同
数
の
方
格
ご
を
交
互
に
㎜
斎
き
、
次
に
二
重
の
突

蓮
帯
が
あ
っ
て
外
麗
ご
な
っ
て
あ
る
。
銘
交
は
此
の
外
匿

に
あ
っ
て
全
交
は
次
の
如
く
で
あ
る
。



太
康
三
年
六
月
光
日
。
吾
作
明
寛
。
幽
三
三
商
。
四
夷
自
服
。
　
　
る
神
獣
形
の
三
角
心
墨
ご
の
一
致
が
後
者
の
年
代
推
測
に

多
賀
國
家
。
人
民
安
息
。
胡
虜
珍
滅
。
時
雨
慮
節
。
五
穀
豊
敦
　
　
向
っ
て
重
備
な
示
駿
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
銘

　
天
下
復
。

情
動
な
み
紀
年
は
西
晋
の

武
帝
の
時
以
外
に
な
い
か

ら
こ
れ
は
盛
時
の
も
の
に

相
違
が
な
い
。
從
っ
て
其

の
三
年
な
る
銘
を
有
す
る

本
鏡
は
西
紀
二
八
二
年
の

製
作
に
係
る
わ
け
で
あ

る
。
而
し
て
此
の
潮
懸
の

四
字
句
か
ら
成
っ
て
み
る

の
を
見
逃
し
て
は
な
ら

漁
。本

書
の
示
す
と
こ
ろ
以
上

鞭
礁
雛
騨

（藏氏屋守）丁丁祠1年三康太晋西

丈
の
四
字
句
か
ら
成
る
こ
ご

も
注
意
に
上
っ
て
凝
る
。
前

者
の
H
致
は
挿
入
の
爲
眞
が

如
實
に
表
は
し
て
み
る
か
ら

説
明
を
要
し
な
い
が
、
後
者

の
銘
の
四
宇
句
で
あ
る
こ
ε

は
問
題
の
中
心
ご
な
っ
て
み

る
三
角
野
卑
獣
鏡
中
の
所
謂

徐
海
鏡
の
そ
れ
ご
一
致
し
て

彼
の
言
説
代
を
中
心
こ
し
て

盛
行
し
た
類
の
四
字
ご
三
字

の
封
句
よ
り
成
る
の
ぜ
相
違

を
示
し
、
六
朝
代
の
作
品
ご

の
如
ぐ
で
あ
る
か
ら
、
形
式
上
は
寧
ろ
宇
圓
方
形
帯
の
紳
　
　
す
る
に
略
ぼ
疑
の
な
い
絶
模
檬
帯
帥
亀
頭
や
、
彼
の
六
朝

獣
鏡
の
部
類
に
入
る
べ
き
で
あ
る
が
、
右
の
内
匠
に
於
け
　
　
末
唐
初
の
諸
鏡
の
銘
文
の
四
字
句
な
の
ご
等
し
い
。
こ
の

　
　
　
第
十
」
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
三
角
線
湘
…
獣
鏡
年
代
考
定
上
の
一
二
の
新
資
料
に
就
て
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
九
　
　
（
七
九
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
藥

事
は
支
那
に
於
け
る
銘
文
禮
の
鍵
遷
を
反
映
す
る
も
の
と

し
て
興
昧
あ
る
の
み
な
ら
す
、
ま
た
右
の
問
題
の
鏡
郎
ち

「
新
作
大
覧
…
…
銅
斑
徐
州
。
師
出
洛
陽
」
の
銘
文
の
も

の
を
王
葬
ε
す
る
見
解
の
可
能
性
を
孕
め
る
も
の
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
◎

　
太
康
鏡
を
紹
介
し
た
機
會
に
同
じ
く
記
し
た
く
思
ふ
の

は
守
屋
氏
が
そ
れ
ご
同
時
に
手
に
入
れ
ら
れ
だ
呉
の
黄
武

鏡
で
あ
る
Q
こ
れ
は
豊
代
の
年
號
鏡
に
多
く
類
例
を
見
る

慮
の
小
形
品
（
穫
三
寸
五
分
、
面
反
り
一
分
）
で
あ
っ
て
、

鉛
銅
色
を
呈
し
た
罰
合
に
薄
い
（
縁
厚
「
分
）
粗
末
な
宇
圓

方
形
帯
榊
獣
鏡
の
式
で
は
あ
る
が
、
銘
文
が
珍
ら
し
く
、

内
庭
の
帥
獣
の
牢
肉
刻
な
盧
ご
其
の
配
列
ご
が
ま
た
本
題

に
閣
係
を
持
つ
Q
即
ち
此
の
内
匿
の
紳
獣
は
相
並
ん
だ
二

帥
像
が
上
下
に
醤
峙
し
て
、
そ
れ
に
獣
形
が
添
ひ
、
獣
間

に
別
に
一
方
か
ら
見
る
樺
…
に
剛
直
い
た
帥
像
が
あ
っ
て
、
我

が
三
角
縁
帥
獣
鏡
に
往
々
類
例
の
存
す
る
六
聯
四
獣
の
式

に
依
っ
て
み
る
。
而
し
て
外
匠
に
あ
る
銘
酒
は
左
行
で
、

三
角
隷
騨
獣
鏡
年
代
考
定
上
の
＝
一
の
新
資
料
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
八
○
　
　
（
入
O
）

主
こ
し
て
左
字
か
ら
成
る
が
中
に
右
文
を
混
じ
全
文
が
次

の
如
く
護
ま
れ
る
。
（
一
中
◎
黙
を
附
し
た
の
は
右
文
の
も

の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
黄
武
五
陥
牛
二
月
習
慣
木
朔
六
日
雨
湿
日
南
州
A
曾
稽
出
…
陰
・
安
本
里
盲
心
子

　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
ゆ
　
　
　
　

　
丁
服
者
吉
冨
貴
壽
春
長
久
。

年
時
の
間
に
干
支
を
記
し
て
あ
る
が
、
丁
未
の
朔
で
庚
已

の
六
田
ご
な
る
こ
ご
は
到
底
あ
り
得
な
い
か
ら
、
こ
、
に

ま
た
呉
代
の
鏡
に
往
々
存
す
る
干
支
の
誤
り
の
追
認
を
加

へ
た
わ
け
で
あ
る
。
然
し
何
故
に
か
、
る
記
載
を
し
た
か

の
理
歯
に
至
っ
て
は
な
ほ
何
等
考
へ
至
ら
な
い
。
其
の
干

支
の
次
に
製
作
地
こ
し
て
楊
州
曾
稽
山
陰
安
□
里
な
る
地

名
を
録
し
、
ま
た
思
子
丁
な
る
作
者
ご
思
は
れ
る
人
名
を

記
し
て
み
る
こ
ご
は
本
心
を
し
て
三
値
づ
け
る
も
の
で
あ

る
。

　
以
上
の
二
資
料
の
示
す
ご
こ
ろ
從
來
の
疑
問
を
氷
解
す

る
も
の
ご
し
て
は
な
ほ
不
充
舜
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
Q

さ
り
乍
ら
、
我
が
仁
徳
鏡
を
以
て
二
重
代
の
作
品
こ
す
る



見
解
に
比
し
て
、
そ
れ
を
魏
代
に
製
作
の
中
心
期
が
あ
る

ご
す
る
説
の
よ
り
有
力
で
あ
る
こ
ご
の
傍
謹
ご
し
て
、
可

な
り
重
要
な
漁
期
を
な
す
も
の
こ
信
ず
る
。
而
し
て
從
薙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
へ
ら
れ
た
同
じ
標
な
資
料
を
併
せ
観
る
こ
ご
に
依
っ
て

同
式
鏡
の
年
代
魏
が
爵
ら
表
は
れ
至
る
の
で
あ
る
。
紹
介

を
塗
る
に
當
っ
て
私
は
此
の
有
風
な
資
料
の
提
供
者
た
る

小
場
恒
吉
氏
ご
守
屋
孝
傘
立
ご
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

日
本
海
暴
露
石
器
時
代
逡
跡
の
地
理
學
的
考
察
㈹

　
史
前
地
理
的
研
究
が
地
理
學
考
古
學
の
爾
分
科
に
醐
係

し
講
者
間
の
連
鑛
と
な
る
事
は
、
歴
史
地
理
的
研
究
が
地

理
學
歴
史
學
爾
分
科
に
關
蝕
し
爾
大
間
の
連
鐙
こ
な
る
ご

同
一
轍
で
、
史
前
地
理
的
、
歴
史
地
理
的
爾
方
面
の
研
究

を
綜
合
統
一
し
た
る
地
理
的
研
究
の
一
分
野
が
地
質
二
上

所
謂
第
四
紀
時
代
の
研
究
ご
密
醐
係
を
有
し
斯
く
て
叉
地

理
學
地
質
學
の
爾
分
科
に
關
係
し
爾
流
亡
の
連
鎖
こ
な
る

事
は
吾
人
の
言
を
倹
た
す
し
て
明
か
で
あ
る
が
、
此
の
意

　
　
　
第
十
一
雀
　
　
雑
纂

丈
學
士
　
小
　
牧

日
本
海
浩
岸
石
器
噂
代
慰
跡
の
地
理
學
的
考
察

實
　
繁

味
に
於
て
地
理
學
は
史
濡
濡
馬
頭
ご
三
者
無
爵
薄
し
相
提

携
す
る
勲
湘
足
に
曜
b
比
す
べ
く
又
史
潮
考
士
口
癖
地
質
學
一
ご
補

助
學
科
の
上
に
立
つ
下
灘
に
も
喩
へ
つ
べ
く
、
史
論
な
く

考
古
學
な
く
し
て
は
斯
の
地
理
學
は
有
力
な
る
提
携
者
を

失
ひ
、
轟
轟
考
古
學
地
質
學
の
援
助
な
く
し
て
は
斯
の
地

理
學
は
存
立
し
な
い
。
地
理
學
殊
に
文
科
的
地
聖
學
に
於

て
は
宜
し
く
史
學
考
古
學
地
質
學
上
の
知
識
を
加
昧
利
用

す
べ
き
で
あ
る
。
崩
れ
余
が
年
來
私
か
に
抱
く
意
見
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
八
一
　
（
八
一
）


